
① 接液部がポリエチレンですので、酸性液のまま使⽤できます。
② ⼤気圧のもと、低温蒸発を利⽤しているので廃熱利⽤も可能です。
② 蒸発した蒸気を冷却して回収することも可能です。
③ 蒸発だけの場合でも⽔分以外のミストを系外に排出させない構造

で環境に配慮されています。
④ 本システムは⽶国POLY PRODUCTS, INC.社が開発したもので、

製造もアメリカで⾏われています。

① 沸点以下での蒸発を利⽤する為、液質をほとんど変えずに濃縮する
ことができます。

② コンデンサーで得られる凝縮⽔の⼆次利⽤や排気ゼロによる環境
負荷の低減を実現します。

③ コンデンサーを使わずに、蒸気を⼤気へ開放することも可能です。
④ 構造が⾮常にシンプルなので、メンテナンスが容易で故障のリスク

も極⼩と⾔えます。

① クロムやニッケルメッキ液の持ち出し成分の濃縮リサイクル。
② その他、有価⾦属の回収。
③ 排⽔を流することが出来ない場合の蒸発装置として利⽤。
④ 各種廃液の濃縮で、結晶やｽﾗﾘｰ分が発⽣し易いものの濃縮。

＜循環温度による蒸発速度の⽐較＞

L/hr kWh kg/hr
L/hr kWh kg/hr
L/hr kWh kg/hr

※ 20,000ppm NaCl⽔溶液の場合
※ 加温に電気ヒーターまたは蒸気を⽤いた場合

エアー

＜めっき回収⽔の濃縮回収システム＞
・濃縮⽔︓めっき槽へ
・凝縮⽔︓⽔洗槽へ 凝縮⽔

濃縮⽔

循環濃縮槽

加温
装置

　

設定温度 蒸発速度 消費電⼒ 必要蒸気量

122 85 136
59 94

60℃

コンデンサー ｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀﾀﾝｸ

冷却装置
めっき槽

179 125 199
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⽔洗槽 ⽔洗槽回収槽

50℃
40℃

 ⼤気濃縮（蒸発）装置 （Evaporative タンクシリーズ ）
    めっき成分の濃縮回収に最適な装置です︕        アメリカ製

84

蒸発ﾀﾝｸ

t t

C

蒸発ﾀﾝｸ及び
凝縮ﾀﾝｸの組合せ

システム例

概 要

メ リ ッ ト

適 用 分 野

性 能

株式会社 オー イー エス http://www.o-e-s.co.jp
本社 〒444-0837 愛知県岡崎市柱1-6-14-503 TEL 0564(64)5567   FAX 0564(64)2760


